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ヴァヌアッ ・トンゴア島民における言語使用の様相

白川 千尋(国 立民族学博物館 先端人類科学研究部准教授)

1.は じめに

 本稿では、 ヴァヌアツ共和国の トンゴア(Tongoa)島 民の言語使用にっいて概略的な報

告を行 う。 トンゴア島民には トンゴア島だけでなく、首都のポー トヴィラ(Port Vila)に

も多 くの居住者 がいる。 したがって、本稿 では トンゴアとポー トヴィラの双方の人々の言

語使用 について述べ る。 また、 トンゴア島民の間では複数 の言語 が使 われているが、本稿

では とくにビスラマ(Bislama)語 の使 用に関する報告 を基軸に したい。本稿 で行 う報告は、

1995年 か ら96年 にかけての トンゴア滞在 と、91年 か ら93年 、94年 、2000年 、01年 、

06年 の5回 にわたるポー トヴィラ滞在の際に得た知見に基づ く。

 ヴァヌアツは、約80の 島々か らなる総面積12,190平 方キロメー トル(新 潟県ほどの大

きさ)の 島嶼 国である。もっとも新 しい1999年 の国勢調査によれば総人 口は186,678人 で、

大半がメラネシア系の人々である[National Statistics Oflice 2000:15]。 主要な宗教 はキ

リス ト教であ り、人 口の9割 近 くがその信徒である[National Statistics Office 2000:20]。

基幹産業は コブ ラや水産物な どの一次産品の輸 出と観光業で ある。 日本 からの直行便はな

く、 日本 人の観 光客は少ない ものの、オース トラ リアやニュージー ラン ド、ニューカ レド

ニアか らは直行便が就航 してお り、これ らの国々な どか ら年聞5万 人を超 える観光客がヴ

ァヌアツを訪れている。

 ヴァヌアツは1906年 から80年 までイギリスとフランスの共同統治領であった。 両国は

島々を、ある島はイ ギ リス、別の島はフランス といった形で分割 して統治することはせず、

文字通 り共 同で統治 した。 た とえばポー トヴィラには英仏双方の行政府が置 かれ、各島に

は双方の学校が併設 され 、双方の警官が駐留 していた。 こ うした特異な植民地期 を経 た経

緯 もあ り、1980年 の独立後は英語 とフランス語が公用語(official language)と なってい

る。 また、隣国のソロモ ン諸島やパプアニ ュー ギニアで使われ てい るメラネシア ・ピジン

語 に相当す るビスラマ語 も、公用語に加 えられている。 ビスラマ とはポル トガル語でナマ

コを指す ビーチ ・ラ ・マーに由来す る。ナマコはかつてメラネシア系の人々と西洋人商人

に よる交易の対象 となっていた もので、その交易の際な どに使われ るよ うになった言語が

ビスラマ語であるとされ る。

 これ ら三つ の公用語のほかに、 ヴァヌアツには110あ ま りの在来語が存在す る とされ

[Tryon 1996:179]、 「島が違 えば言語 も違 う」 とでも言 えるような状況にある。総人 口

数 を言語数で割れば分かるように、一つの在来語 当た りの話者数は平均2,000人 ほ どと多

くない。なか には話者が減 って しまい、消滅の危機 に瀕 してい るもの もある とい う。
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2.ト ンゴア島にお ける言語使 用

 トンゴア島は、ポー トヴィラの位置す るエファテ(Efate)島 か ら北に80キ ロメー トル

ほど行った ところにある、面積42平 方キロメー トルの小島である。火 山活動によってでき

た この島には標高数百メー トルの低 山が連な り、南太平洋のイ メージにあ りが ちな白い砂

浜な どはみあた らない。1999年 の国勢調査 によれば人 口は2,397人 である[National

Statistics Office 2000:53]。 島には14の 集落があ り、人々は主食 のタロイモや ヤムイモな

どのイモ類 を中心 とす る作物 の焼畑耕作 と、ニワ トリや ブタな どの飼養 を組み合わせた半

ば 自給 自足的な生活 を営んでいる。

 人 々の間では、オース トロネシア語系のナカナマンガ(Nakanamanga)語 とナマクラ

(Namakura)語 とい う二っの在来語が使 われてい る。前者 は島の北部か ら西部にかけて

点在す る八つの集落で、後者 は東部か ら南部 に位置する六つの集落で使 用 されてい る。 こ

れ らの在来語は、主に家庭や集落 などにおける日常生活のなかで使 われてい る。私が トン

ゴアで滞在 していたのは、ナマ クラ語 を使用す る人々が暮 らす人 口100人 ほどの集落であ

った。そ こには、ナカナマンガ語が使われている集落や在来語の異 なるほかの島か ら婚入

してきた者 も何人かいた。 これ らの人々は当初 はビスラマ語 を使用 していた らしいが、私

の滞在時 にはナマ クラ語 を使 っていた。私 の知 り得たか ぎ りでは、家庭 ではほぼすべての

人 々がナマクラ語 を使用 しているようであった。

 ただ し、私 の滞在先の集落 も含 めて、 トンゴアでは二つの在来語だけが使 われているわ

けではない。公用語 の うち英語 とフランス語は学校 で使用 されてい る。 ヴァヌアツではこ

れ ら二つの公用語 が学校教育の対象 とされている。 また、学校教育 における使用言語 とも

なってお り、国内には英語で教育を行 う学校 とフランス語で教育を行 う学校が存在す る。

トンゴアには英語 で教育を行 う小学校が6校 、フランス語で教育を行 う小学校 が3校 あっ

た(ほ かに英語 で教育を行 う中高等学校 が1校 あったが、サイクロンによる被害を受 けて

私の滞在時には閉鎖 されていた)。 トンゴアで英語 とフランス語 を頻繁に使っているのは、

主にこれ らの小学校 に通 う子 どもたちであることが理解できよう。

 一方、 もう一つ の公用語の ビス ラマ語 も トンゴアでは使われてい る。 もっ とも多 く使 用

され るのは、ナカナマンガ語 を母語 とす る者 とナマクラ語 を母語 とする者が話 をする際で

ある。ナカナマンガ語 が使われている集落 とナマクラ語が使われている集落は、婚姻な ど

のネ ッ トワークによって結びついてお り、冠婚葬祭 をは じめとす るさまざまな機会に人々

が互いの集落を訪ね合 う。 そ うした機会 にビス ラマ語は使用 されている。なお、 トンゴア

で生 まれ育 った者のなかには、 自分 の母語 とす る在来語 ではない別 の在来語 を聞 く機会 も

多いことか ら、流暢に話す ことはできないまでも、母語ではない方の在来語 を聞き取 るこ

とができる者 もいる。

 トンゴアには小学校の教師や保健所(Health Centre)の スタッフ、裁判所(Island Co皿t)

の職員な どとして、ほかの島の出身者が赴任 している。 また、ご く少数だが、 日本 の青年
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海外協力隊員 をは じめと して海外 の援助機 関か ら派遣 された外国人 もいる。 これ らの人々

と話 をす る際にもビスラマ語が使われる。 ちなみに、私の滞在先の集 落の人々は外国人の

私 と話 をする場合 、ナマクラ語 よ りもビス ラマ語 を使用す ることが多かった。私のナマク

ラ語の使用力 は滞在期間の後半には多少な りとも向上 していたよ うに思 うが、 ビスラマ語

を使った方がよ りスムーズにコミュニケーシ ョンが とれ ることか ら、 ビスラマ語の方 を選

んでいたよ うである。

 以上に述べ た機会 のほかに、 トンゴアで ビスラマ語が使われ る機会 として言及 しておき

たいのは、ラジオ番組 を聞 く際で ある。 トンゴアには電気が来てお らず、電気製品を使 う

こ とはで きないが、人々のなかには乾電池式のラジオなどを保有 している者 が少なか らず

いる。それ らを介 して聞 くことのできるラジオ番組のなかで、 よく聞かれているのが国営

放送(Radio Vanuatu)の ビスラマ語番組 である。国営放送では定時ニュースが三っの公

用語 で読まれているが、それ以外の多 くの番組は ビスラマ語 によるものである。

 ビスラマ語 の番組 のなかにはメ ッセージ ・コーナー とで もよべ るものがある。 ポー トヴ

ィラな どを除けば、ヴァヌアツでは電話網 が十分 に整備 されてお らず 、電話の保有者 も少

ない(私 の トンゴア滞在時 には携帯電話 も国内に普及 していなかった)。 したがって、人

々は遠方の相手にメ ッセー ジを伝 えたい場合、1日 に数回設 けられているこのコーナーを

利用する。利用者か ら寄せ られたメ ッセージは、アナ ウンサーが ビスラマ語で読み上げる。

こ うした性格 上、 このコーナーは ビスラマ語番組 のなかで もとくによく聞かれている。

 す でに述べたよ うに、公用語の うち英語 とフランス語は、学校教育の対象 とされ るとと

もに学校にお ける使用言語 ともな っている。 しか し、ビスラマ語 はその どち らで もない。

ただ し、私 の出会 った トンゴア島民はすべてビスラマ語を使 うことがで きた。人々によれ

ば、 ビスラマ語は学校 で習わな くとも、ほかの人 々が話 しているの を聞いた り、ラジオ番

組 を聞いた りす ることを通 じて、容易に習得できるとのことであった。

3.ポ ー トヴ ィラにおける言語使 用

 ポー トヴィラの人 口は1999年 の国勢調査によれば29,356人 で[National Statistics

Ofiice 2000:5]、 人 々の多 くは賃金労働に従事 している。ポー トヴィラは19世 紀後半に西

洋人の宣教師やプランテーシ ョン経営者 などによって建設 され、1906年 には英仏共同統治

領の行政拠点 となった。 当時ポー トヴィラが建設 された地に集落 などはなかったが、近郊

には四つの集 落があ り、これ らの集落の人々が焼畑な どをつ くっていた とされ る。

 ポー トヴィラの人 口は1930年 代には約1,000人 であった。ほ とん どは西洋人やプランテ

ー ション労働者の ヴェ トナム人な どで
、メラネシア系の人々はごく少数で あった。雇用 さ

れている者 を除いて、メラネシア系の人々にはポー トヴィラに長期間滞在することが許 さ

れていなか ったためである。第二次大戦後 にこの規制がな くなると、1955年 に約200人 で

あった メラネ シア系 の人 口は、67年 に は5倍 の約1,000人 に急 増 した[Haberkorn
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1989:10] o

 ポー トヴィラの人 口は この後1979年 には約1万 人に達す るが[National Statistics

Office 2000:5]、 こ うした経緯 から窺 えるよ うに、ポー トヴィラのメラネ シア系の人々の

ほとん どは国内各地か らの移住者 とその子孫である。また、 これ らの人々の数が本格的に

増えていったのがここ50年 ほ どで あることを踏まえるな らば、数世代にわたってポー トヴ

ィラで暮 らしている人々が増 えてきているとはいえ、古い人々で もおそ らく3世 代 目か ら

4世 代 目と、 さほど多 くの世代は経ていない もの と想定す るこ とができる。

 トンゴアか ら遠 くないことや賃金労働の機会が多い ことな どか ら、ポー トヴィラには多

くの トンゴア島民が住 んでいる。正確 な統計がないので定かではないが、 トンゴア島民が

数 百人単位で集住す る地 区がい くつかあ り、そのなかには トンゴアにおける私の滞在先の

集落の人々が集 まって生活 しているところもある。 これ らの地 区には同 じ在来語 を母語 と

す る夫婦 による家庭 が多 く、 こうした家庭 ではナカナマ ンガ語やナマ クラ語が 日常的 に使

われている。 また、その ような家庭が多い ことか ら、在来語 は地区のなかで も頻繁に使用

されてお り、地区のなかには トンゴアの集落に似 た雰囲気が漂 っている。

 一方、小学校 だけの トンゴア とは異な り、ポー トヴィラには中高等学校や大学 もあ り、

子 どもたちや学生たちはこれ らの学校で英語やフランス語 を使 っている。また、人々のな

かには職場で両語 を使用 している者 もいる。ポー トヴィラには観光業に関連す る職場、た

とえばツアー会社やホテルな どで働 いている者が多 く、 これ らの人 々は外国人観光客や外

国人の同僚 との間で英語や フランス語を使用す る機会が多々ある。また、政府省庁 の職員

の場合 も、援助機 関か ら派遣 されている外 国人の同僚 との間で両語 を使 う機会があるほか、

公式文書なども英語 とフランス語で作成す る(こ の点に関しては、1991年 から93年 まで

ヴァヌアツ保健省で青年海外協力隊員 として勤務 していた際の知見による)。

 ポー トヴィラでは新聞が複数発行 されてお り、テ レビ番組(Television Vanuatu)も 視

聴できる。 トンゴアでは利用できない これ らのメデ ィアでも英語や フランス語は使われ て

お り、新聞のなかにはほとん ど英語の記事 だけによって構成 されているものもある。 また、

定時ニ ュースを別 にすれば、テレビ番組の多 くは国外 で制作 された もので占め られてお り、

必然的 に英語やフランス語 によるものが多い。 人々は これ らのメデ ィアを利用す る際にも

両語 を使用 している。

 他方で、メデ ィアでは英語 とフランス語だけでなくビスラマ語 も使われている。ただ し、

とくによく使 われているのはラジオ(国 営放送)に おいてであ り、それに比べ ると新聞や

テ レビで ビスラマ語を見聞す る機会は少ない。新聞のなかには三つの公用語 を使用 してい

るものもある反面、読者投稿面な どの限 られた紙面 において しか ビスラマ語を使 っていな

いものもある。 また、テ レビ番組では、国内で制作 された定時ニュースな どの少数の番組

で使用 されているにとどまる。

 この ように新聞やテ レビ番組 などでは さほど使われ ていない よ うにみえるが、これ らの
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メデ ィア以外の領域に 目を転 じるな らば、 ビス ラマ語 はポー トヴィラの トン ゴア島民の間

でむ しろきわ めて頻繁 に使用 されていることが分かる。た とえばポー トヴィラの トンゴア

島民のなかには、ほかの島の出身者 をは じめ として、母語 とす る在来語 を異にす る相手 と

家庭 を築いてい る者が珍 しくないが、こ うした家庭 ではビスラマ語が 日常的に使われてい

る。 ちなみに、1999年 の国勢調査 によれば、ポー トヴィラなどの都市部で ビスラマ語 を日

常的に使用 してい る世帯は、全世帯の58パ ーセン トに上 るとい う[National Statistics

Oflice 2000:28]。 また、ポー トヴィラには国内各地か ら人々が移 り住んでいるため、家庭

でナカナマンガ語やナマクラ語 を使 っていう者 も、買い物 のときな ど、他島出身者 とビス

ラマ語でコ ミュニケーシ ョンを とらねばならない機 会が1日 に1度 や2度 はある。

 また、仕事 に就いている者には同僚 に他 島出身者 がいることが普通であ り、同僚 と話 を

する際 にもビスラマ語 が使われ る。先に政府省庁の職員が公式文書の作成 時に英語 とフラ

ンス語 を使用 してい ることについて触れたが、これ らの人 々もメラネシア系 ヴァヌアツ人

の同僚 と話 をす るときには もっぱ らビスラマ語を使 っている。 さらに、学校 に通 っている

子 どもたちや学生たち も、 クラスメー トに他島出身者がいることがほ とん どであ り、クラ

スメー トとの会話の際に ビスラマ語 を使用する。

 ナカナマンガ語やナマ クラ語 を家庭で使 っている人々の場合 、従事 している仕事 によっ

て異 なろ うが、各言語 の使用頻度を大雑把 に整理す ると、 「在来語 〉ビスラマ語 〉英語 ・

フランス語」 とい う順 にな ると思われ る。 これはおそ らく トンゴアの居住者 について も同

じだろ う(学 校 に通ってい る子 どもたちの場合は、ポー トヴィラで も トンゴアで も 「在来

語 〉英語 ・フランス語 〉ビスラマ語」だろうが)。 しか し、 トンゴアの居住者に比べると、

上述の諸点か らも分かるよ うに、ポー トヴィラの居住者 においては ビス ラマ語の使用頻度

が格段に高い。加 えて、ポー トヴィラには、 ビスラマ語 の使用頻度がもっ とも高い とみな

し得 る、家庭で 日常的に ビスラマ語を使っている人々も多 くいる。

4.政 府の言語政策

 前節 までの部分では トンゴア島民の言語使用について概観 したが、本節ではそれ らの言

語をめ ぐる政府 の取 り組みについて略述す る。

 まず、英語 とフランス語 についてだが、す でに述べてきた ように両語は独立時 に公用語

と位置づけ られ た。そ して、学校 での教育対象言語お よび使用言語 とされ てきた。 また、

政府省庁では公式文書の作成 などの際 に使用 されている。

 一方、ナカナマ ンガ語やナマ クラ語 を含む在来語に関 しては、消滅の危機 に瀕 している

とされ る言語な どを対象 として、そ の保 全 と振興 を 目的 としたプ ロジェク トが独 立前 の

1970年 代か ら実施 されてきた。プロジェク トでは外国人の言語学者の協力のもと、辞書や

文法書の作成な どの活動が行 われてお り、それ らは独立後、政府機 関の ヴァヌアツ文化セ

ンター(Vanuatu Cultural Centre)に 引き継 がれ ている。ナカナマンガ語 とナマクラ語に
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関 して言 えば、前者については定かではないが、後者 については これまでの ところプロジ

ェク トの対象 となっていない よ うである。

 在来語 を対象 とした以上のようなプロジェク トが行われるよ うになったのは、独 立運動

によるところが大きい。1970年 代初頭か ら活発 になった独立運動のなかで指導者たちは、

伝統文化 を新たな国家 の担い手 となるメラネ シア系の人々のアイデ ンテ ィテ ィの拠 り所 の

一つ と位置づけ
、積極的な評価 の対象 とした。彼 らはまた、イギ リスとフランスの植民地

支配の影響によって西洋文化が流入 し、それに ともなって国内各地の伝統文化 が失われつ

っ あるとした。そ して、伝統文化 を保全 し、再活 性化 してゆ くことの重要性 を説いた。独

立運動 に ともな うこ うした動向 との関連で在来語 も伝統文化の一つ と捉 えられ、先述のプ

ロジェク トが始め られたわけである[白 川2005:202-205]。

 在 来語 に関 しては、幼稚園における教育 を在来語で行お うとす る動きがみ られたことも

付 け加 えておきたい。幼稚園でも英語や フランス語が使われ ているが、子 どもたちが在来

語 をしっか りと受 け継 いでゆけるようにす るべ く、 ここで述べた ような試みが、1990年 代

に世界 銀行 な どの支 援 を受 け てい くつ か の地域 で 実施 され た の で ある[Thieberger

2006:41・42]。 トンゴアでもこうした動きはみ られ た。ただ し、 トンゴアのもの も含めて

それ らは試験的な域 にとどま り、本格 的には定着 しなかった ようである。

 他方で、 ビス ラマ語 をめぐる政府 の取 り組 みについては どうであろ うか。 ビスラマ語 は

独立時に公用語 とされたが、憲法では国語(national language)と も位置づけ られている。

これ は英語や フランス語 とは異なる点である。 しか し、公用語であ り国語でもある唯一 の

言語 であるにもかかわ らず、 ビス ラマ語 は学校教育における教育対象言語で も使用言語 で

もない。 また、政府省庁 では公式文書の作成にあたって英語やフランス語が使われ ること

は一般的である反面、 ビスラマ語が用い られ ることは少な く、英語やフランス語の文書 が

作成 され ないまま、 ビスラマ語 の文書のみが作成 され ることは珍 しい。

 英語 とフランス語、あるいは在来語に比べる と、政府 は ビスラマ語に関 して積極的な取

り組みを行 ってきたよ うにはみ えない。 ただ し、そ うした取 り組みがまった くみ られなか

ったわけではない。 た とえば1996年 には ビスラマ語正字法委 員会(Bislama Spelling

Committee)が 設け られ、 ビスラマ語の正字法を確立するための議論が行われた。そ して、

その結果得 られた合意に基づき、辞書や聖書などが刊行 されている[Thieberger 2006:41]。

 しか し、合意事項の普及活動な どが積極的に行われていないせ いか、委員会 における合

意は大きな影響力をもつ もの となっていない。新聞のなかにはビスラマ語の記事が掲載 さ

れてい るものがあるが、表記 は新 聞によって、ひいては記者 によって依然 としてまちまち

であ り、公共の揚 でみることのできる看板や広告の表記な ども同 じである。 また、 ビスラ

マ語 には辞書のほかに文法書な ども存在す るが、 ビスラマ語が学校 における教育の対象 と

な っていないせ いか、利用 されているところを 目にす る機会 はほ とん どない。外国人によ

る学習の際な どに利用 されてい る程度であると思われ る。

一32一



5.ビ ス ラマ語の位置づ け

 政府の側には ビスラマ語 に関す る取 り組みを積極的に実施 してゆこ うとす る姿勢は総 じ

て希薄だが、翻 って、 トンゴア島民の間では ビスラマ語 はどのよ うに捉 えられ てい るのだ

ろ うか。印象論 の域 を出ないが、この点 について英語 とフランス語 、お よび在来語 との関

係 において簡単に述べ、本稿 を締 め括 りたい。

 トンゴアに住む者 であろ うとポー トヴィラに住む者 であろうと、 トンゴア島民の多 くは

英語やフランス語について、学校教育を受ける うえで重要な もの と捉 えてい るよ うにみえ

る。十分な学校教育を受けていない と、安定 した収入 を得 るこ とので きる仕事 に就 くこと

は難 しい。 このため、ポー トヴィラの居住者で、経済的 に余裕のある教育熱 心な親 たちの

なかには、英語やフランス語を しっか り身にっけ させるために、子 どもをネイ ティブ ・ス

ピーカーの教師がいる幼稚園や小学校に通わせ る者 もいる。

 英語や フランス語 と同 じく、人 々の間ではナカナマンガ語やナマクラ語 も重要視 されて

いる。 これ らの在来語は、 口頭伝承や伝統儀i礼をは じめ として、 トンゴア島民のさま ざま

な伝統文化を継承 してゆ くうえで不可欠な もの と捉 えられてい る。ナカナマンガ語やナマ

クラ語 を理解す ることができては じめて伝統文化の何 たるかを理解する ことがで きる、 と

い う趣 旨の発言 を聞 くこともしば しばである。加 えて、二つの在来語 自体 も重要な伝統文

化 と認識 されている。

 英語 とフランス語、およびナカナマ ンガ語 とナマクラ語 については、全般的 にポジティ

ヴな評価 が与 えられていると言 える。 しか し、これ とは対照的に ビスラマ語 については し

ば しばネガテ ィブな評価 を耳にす る。た とえば語彙 が貧困である、複雑 なことが らを的確

に表現できない、 ビスラマ語の語彙 が入 り込むことで在来語がダメになる、 といった もの

で ある。 これ らはいずれ もナカナマンガ語やナマ クラ語を母語 とす る人 々か ら聞いた評価

で あり、 「ビスラマ語を母語 とする トンゴア島民」によるものではない。ただ し、後者 か

らは、ここで例示 したよ うなネガティブな評価 を聞 くことはなかった ものの、ポ ジテ ィヴ

な評価の方 もまた耳に したことがない。 前節では、政府が ビス ラマ語に関す る積極的な取

り組み を行 っていない ことにつ いて述べた。現時点でその確た る理 由を指摘す ることはで

きないが、あるいは政治家や政府 関係者 な どもビスラマ語 に対 してさほ ど積極的な見方を

もっていないのか もしれ ない。

 しか しなが ら、 こうした評価 とは裏腹 に、 ビスラマ語は トンゴア島民の間に広 く深 く浸

透 してい る。先に 「ビスラマ語 を母語 とす る トンゴア島民」 とい う言葉 を使 ったが、 とり

わ けポー トヴィラの居住者 のなかには、 トンゴア島民 としての 自己認識 をもちなが ら、ナ

カナマンガ語やナマ クラ語ではな くビスラマ語 を母語 とす る者が少な くない。大半は親 の

どちらかが トンゴア以外 の島の出身者であ り、ビスラマ語 を 日常的に使用す る家庭で育っ

た者 である。

 また、ポ ピュラー音楽 のなかには歌詞 が ビスラマ語であるものが多い。そ うした音楽を
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介 して、あ るいは第2節 で言及 した さま ざまな機会 を通 じて、ポー トヴィラの居住者だけ

でな く、 トンゴアの居住者 もまた ビスラマ語 との接 点をもちなが ら生活 してい る。 このよ

うに、 ビスラマ語 はほ とん どの トンゴア島民に とって無視することのできない存在である。

しか しその一方で、 「貴重な文化」 とか 「自分 たちのアイデンテ ィティの拠 り所」 といっ

た形 で意味づ けられることはない。そのよ うに 「可視化」 され ぬまま、 ビスラマ語は コミ

ュニケー シ ョンのツール としての位置 にとどま り続けているようにみえる。
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